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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は,ホールマウント免疫染色法を用いて胎児期および新生児期のマウス腸管におけるパイエル板
の発生過程を追跡したものである｡その結果,胎生15日におけるVCAM-1の発現,17日目における
IL-7R,CD4,Ia陽性細胞の集積,18日目におけるCD3,B220陽性細胞の出現を観察することができた｡
これらの結果から,パイエル板の形成期は少なくとも三段階に分類されることが予想された｡また,この
実験の過程において,パイエル板の発生は,上部腸管から下部腸管へと進行していくという,一定の法則
性があることが示された｡更に,パイエル板を欠損するab/alyマウスおよび成熟リンパ球を欠損する
SCIDマウスを解析 したことにより,al/alyマウスにおけるパイエル板形成は全段階が検出されず,
SCIDマウスにおいては第一段階および第二段階までは進行することが明らかになった｡
以上の研究は,これまでに報告のなかったマウス胎生期におけるパイエル板の発生を仔細に解析し,し
かもそこに段階性が観察されることを明らかにしたものであり,今後の分子レベルでの解析に重要な手が
かりを与えた｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月4日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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